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１．はじめに 

実践的技術者を養成する高等専門学校におい

て、情報教育は重要な教育トピックの一つである。

阿南高専 1 年次開講の必修科目である「情報リテ

ラシー」では、技術者として必要となる ICT 技術

に関する基礎知識の習得と実践を到達目標とし

ている。阿南高専 1 年次クラスは、志望コースの

異なる学生から構成される混合クラスである。

「情報リテラシー」は、初年次開講科目であるこ

とから、ICT 技術の基礎知識の習得と実践のみな

らず、継続的な学習習慣の定着と、実習活動によ

るコミュニケーション能力の向上にも着目して

いる。近年、高専における技術者教育に限らず、

アクティブラーニング等の手法により学生の主

体的な学習を促し、能動的な学習を引き出すこと

は、重要な教育トピックの一つであり、「情報リ

テラシー」においても、LMS(Learning Management 
System)を用い、反転授業に基づいたグループワ

ーク型学習を取り入れている。LMS として、クラ

ウド型の教育支援サービスである manaba(マナ

バ)を使用した授業実践について報告する。

２．授業構成  

「情報リテラシー」は週 1 回、年間 30 回の実

習からなる通年科目である。筆者は後期開講の 15
週分を担当している。本校１年次は、1 クラス 40
人構成であり、学年全体で 4 クラス 160 人で構成

される。後期「情報リテラシー」では、2 クラス

80 人が、2 つの演習室に 40 人ずつ分かれ、同時

に演習を行う。前期 15 週の実習では、主に MS 
Word, Excel, Powerpoint の基本的な使用方法につ

いて学び、後期 15 週で、コンピュータの仕組み

やセキュリティ対策、アルゴリズムやプログラミ

ングの基礎など、ICT の基礎知識について学ぶ。

後期授業では、前期で習得した MS Word 等の基

本操作を実用し身につけるとともに、学生の自律

的な学習を促すために、反転授業を導入している。

学生は、授業前に、動画と授業スライドにより予

習を行い、学習内容を予習ノートにまとめる。授

業動画は、YouTube にアップしたものを Respons 
Collector (RC) [1]を用いて配信しており、RC のリ

ンクを manaba に記載して学生に周知している。

予習の段階で質問事項等があれば、学生は

manaba に記入するか、RC に質問として入力する。

対面授業開始時に、学生は、予習ノートをみなが

ら、関連小テストを manaba 上で受ける。その後、

学生は予習テーマに関連したグループワークを

行い、提出物を manaba に提出する。予習ノート

は定期的に教員が確認し、提出物として評価する。

グループワーク課題は主に、1) 予習内容のま

とめを MS Word で作成し PDF ファイルとして提

出する、2) 予習内容に関連するオリジナル選択

問題を Excel フォーマットにより作成する（後日

manaba にインポートしてドリルとして活用）、3)
予習内容に関連する調査課題やグループ内での

ディスカッションによるプレゼンテーション作

成などに関する課題、の 3 項目からなり、グルー

図 1 manaba における授業コンテンツ 
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プ単位で manaba に提出する。

対面授業におけるグループは、2 クラスから 2
人ずつ 4 人で構成し、20 グループが同時に演習

を行う。2 つの隣り合う演習室で実施しているた

め、教員 1 名と技術職員 1 名が 2 つの部屋を巡回

しながら実習を行う。実習中は、各演習室の教員

用パソコンの出力画面共有システムにより、各演

習室の学生用端末の中間に設置される中間ディ

スプレイに配信する仕組みになっている。

３．LMS の活用について 

図 1 に、manaba における授業コンテンツ配信

画面を示す。反転授業における予習動画について

は、YouTube にアップロードした動画を RC [1]を
用いて配信している。また、インターネット環境

の問題で動画により予習が困難な学生を考慮し

て、manaba 上に、授業スライドと簡単な説明文を

掲載している。

対面授業におけるグループ課題の実施は、

manaba の「プロジェクト」機能を使用している。

「プロジェクト」機能により、チーム管理やグル

ープごとの提出課題の管理が容易となった。演習

室において、学生はグループごとに着席している

が、チームスレッド(図 2)を用いることで対面せ

ずともチームメンバーとコミュニケーションを

取ることが可能である。2020 年度後期の情報リ

テラシーでは、コロナ感染症拡大の影響のため、

自宅等、遠隔地から数名の学生がオンラインで授

業に参加している。彼らに対して、Google Meet に
より授業のオンライン配信を行なっている。遠隔

地より受講する学生は、対面授業実施時刻に

Google Meet に参加するとともに manaba にアク

セスし、小テスト、グループワークを演習室で受

講する学生と同じように実施する。これまでのと

ころ不具合はなく、チームスレッドによるテキス

トベースでのオンラインコミュニケーションに

より、滞りなくグループワークを実施できている。

図 3 に、2019 年度の授業終了時に実施した予

習時間に関するアンケート結果を示す。8%の学

生が全く予習をしなかったと回答した。反転授業

において予習は重要であり、全く予習をしない学

生の割合を減少させることが今後の課題である。

4．まとめ 

 LMS である manaba を用いた阿南高専 1 年次

における情報教育の実践について報告した。反転

授業により、学生は対面授業前に LMS を活用し

て予習を実施している。対面授業は、実習中心と

し学生が主体的に活動できる構成とした。今後、

継続してアンケートを実施し、教育効果を検証し

たいと考える。 
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図 2 manaba におけるプロジェクト内チームスレッド 

図 3  2019 年度予習に関するアンケート結果 
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